
次のとおり届出します。

工事名 請負人住所氏名

  

請負金額

工事場所 工期

  

1式

1式

1式

1式

区画線設置工 1式

1式

1式

※　直接雇用関係にあることを証する書類を添付してください。

※　下請金額の総額が5,000万円（建築工事の場合は8,000万円）以上の工事請負契約に際しては、監理技術者資格者証の写しを添付してください。

専門技術者氏名

令和７年６月１日

  工程表・着手届・現場代理人及び主任技術者届

道路舗装工事（〇〇線） 上田　太郎

主任技術者氏名
（監理技術者氏名）

上田　太郎

現場代理人氏名

11,000,000 円（うち取引に係る消費税等額　1,000,000円）

上記代理人及び技術者は、当社の職員である。
上田市〇〇（〇〇）

着手　令和７年　７月　１日

竣工　令和７年１０月３１日

　工種 数量
6月 7月 8月 9月 10月

5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30

余裕期間

準備工

撤去工

  

  

舗装工

後片付け

書類整理

  

契約締結日

実工期

契約期間＝全体工期（余裕期間＋実工期）

余裕期間＝契約締結日から工事開始日の前日まで

実工期＝工事開始日から工事完成日まで実工期

フレックス工期（記入例）

余裕期間 実工期

全体工期 ※ 契約期間（契約書表紙に記載する工期）及び契約保証期間は、全体工期とする。

余裕期間中は、配置不要

ただし、実工期の期間に、他工事と

兼任する場合は、兼任届が必要


